





































法［ 3］と Unitary Event Analysis法［ 4 - 7］という二つの優れた解析法を開発した。我々は以前，
Joint-PSTH法の数学的な構造を検討し，コンピュータシミュレーションにより発生した人工スパイ
















　 4．1　Unitary Event Analysis（試行平均）［12，13］
　先に説明した大域的統計解析において，有意に同期振動発火を生じている細胞ペアのサンプルに対
して Unitary Event Analysisを適用し，試行時間内での相関の非定常性を解析した。具体的には，
各細胞ペアに対して計算した相互相関ヒストグラムのピーク値を与える時間ズレを 1  msecの精度
で検出し，二つの細胞のスパイク列で各試行ごとに，その時間ズレを持つスパイクのペア（coinci-










　実際の外側膝状体からのデータの解析例を図 1に示す。図の上部では，500  mm離れた 2本の電極





フが raw-CE rateであり，点線が predicted-CE rateである。破線は二つの細胞の発火が独立であ
るとした帰無仮説の場合の CE rateの分布の95％リミットである。グラフにおいて，raw-CE rate
がこの95％リミットを越えている時間域は，帰無仮説に比べて十分に有意に多くの coincident event
が生じていると判断される。この時間域内での coincident eventは，図中のラスター表示において，




てしまう。また，刺激に対する ON反応においては有意な coincidence eventを示した細胞ペアは，
OFF反応においては全く独立な発火を生じている事が示される。Unitary eventを示す細胞ペア全




　 4．2　Unitary Event Analysis（単一試行解析）［14］
　上で解析した Unitary Event Analysisにおいては，相関強度の試行区間に渡る時間平均は行って
いないが，複数試行に渡る試行平均は行われている。我々は，試行平均を行わず，個々の単一試行ご
とに Unitary Event Analysisを行うことにより，相関発火イベントの試行に渡る変動性（variabili-
ty）と試行時間内での過渡性（transiency）の解析を行った。
　単一試行での Unitary Event Analysisの結果として，raw-CE rateの変動の大きさおよび時間タ
イミングにおいて大きな試行間変動が存在する事が示された。同一の刺激提示に対して，各細胞の発
火率変動はほぼ再現性があるが，raw-CE rateは毎回ばらついているのである。また一方，単一試
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